
武藤 嘉門(むとう かもん) 氏  

（昭和 33(1958)年 11月 29日選定） 

 

元 岐阜県知事 （公選第１～３代） 

 

明治 3(1870)年 10月 3日生まれ ／ 昭和 38(1963)年 8月 11日逝去 

 

主な経歴 

岐阜県議会議員 

（明治 40(1907)年 9月 30日～大正 7(1918)年 3月 6日） 

衆議院議員 

（大正 7(1918)年 3月 6日～大正 9(1920)年 2月 26日、 

    大正 13(1924)年 5月 10日～昭和 3(1928)年 1月 21日、 

    昭和 5(1930)年 2月 20日～昭和 7(1932)年 1月 31日） 

岐阜県知事 

（昭和 22(1947)年 4月 12日～昭和 33(1958)年 10月 16日） 

 

多年国及び地方公共団体の議員の職にあって、国政の伸長と地方自治の振興

に力を尽くし、実業にも心を傾けよく地方産業の育成に貢献した。 

 また、県知事として高齢を顧みず、県政の発展に専念し、県民福祉の増進に

寄与した。 

 

 

 
 


